
学校給食は、子どもたちの健やかな成長を支える
ために栄養バランスを考慮し、地域の食材や旬の
食材を使用したバラエティーに富んだメニューで
提供されています。
調理員の皆さんは子どもたちの笑顔のために、
細心の注意を払って調理しています。
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令
和
４
年
６
月
議
会

市
川
隆
子
議
員

　
物
価
高
騰
で
苦
し
い

中
、
給
食
費
無
償
化
は
。

町
長　

情
報
収
集
に
努
め
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

様
々
な
観
点
か
ら
前
向
き
に

検
討
。

令
和
４
年
９
月
議
会

市
川
隆
子
議
員

　
県
が
第
三
子
以
降
を
無

償
化
す
る
方
針
を
固
め
た
。

町
も
補
助
す
べ
き
で
は
。

町
長　

県
の
状
況
を
見
て
町
も

第
三
子
以
降
無
償
化
に
取
り

組
む
。
全
額
補
助
は
ま
だ
考

え
ら
れ
な
い
。

令
和
５
年
12
月
議
会

大
多
和
正
夫
議
員

　
第
一
子
・
第
二
子
の

50
％
相
当
額
の
支
援
や
無
償

化
に
向
け
た
考
え
は
。

町
長　

政
府
の
具
体
的
方
策
を

見
極
め
た
上
で
検
討
し
て
い

く
べ
き
。

企
画
財
政
課
長

　
優
先
順
位
か
ら
学
校
給

食
は
ま
だ
お
待
ち
い
た
だ
き

た
い
。
今
の
財
政
状
況
で
す

ぐ
に
踏
み
込
む
の
は
難
し

い
。

令
和
６
年
６
月
議
会

大
多
和
正
之
議
員

　
今
回
給
食
費
を
無
償
化

へ
と
至
る
町
長
の
考
え
方
。

教
育
長

　
教
育
委
員
へ
説
明
、
承

認
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を

進
め
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
で
も
説
明
、
条
例

施
行
規
則
等
の
改
正
等
の
検

討
を
進
め
る
。
ス
ム
ー
ズ
に

９
月
か
ら
の
給
食
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
た
い
。

町
長　

い
ず
れ
か
は
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

近
隣
町
村
で
始
ま
っ
て
い
る

中
で
白
子
町
も
当
然
や
る
べ

き
だ
と
思
い
、
９
月
か
ら
や

る
こ
と
に
な
っ
た
。

令
和
６
年
９
月
議
会

議
員
発
議
で
「
国
の
負
担
で

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
意
見
書
」
を
議
決
、
総

理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
大
臣

へ
通
知
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
質
問
し
ま
し
た

さ
ら
に

  学校給食費無償化  までを振り返る
執行部から小中学校給食費の無償化に関 連する補正予算が計上され、全会一致で
提案のとおり可決されました。
これにより、これまで議会でも要望して きた学校給食費の無償化が実現すること
になりました。
今回の議会だよりは「学校給食費無償化」までの道のりを振り返ります。

これからも子供たちのために安   心・安全な美味しい給食を届けます！

議
会
で
討
論

学校給食センターの運営には、年間
1億2,000万円程度が必要です。
そのうちの保護者負担は3,300万円
でした。
学校給食費無償化とは、この保護者
負担分を町が負担することです。
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【
白
潟
小
学
校
の
保
護
者
】

　

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ

て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

　
今
回
、
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
、
給
食
費
を
無
償
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
家
計
へ

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
と
て

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
い

た
だ
い
て
欲
し
い
で
す
。

【
南
白
亀
小
学
校
の
保
護
者
】

　
学
校
給
食
の
無
償
化
が
全

国
で
少
し
ず
つ
進
め
ら
れ
て

い
る
今
、
白
子
町
も
無
償
化

と
な
り
、
保
護
者
と
し
て
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
な
り
、

と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　
白
子
町
は
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
に
近
づ
い
て

い
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
無
償
化
が
突
然

適
応
さ
れ
た
印
象
が
あ
り
、

そ
こ
に
至
っ
た
流
れ
や
目
的

が
不
明
瞭
な
た
め
に
、
無
償

化
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
づ

ら
い
の
も
正
直
な
思
い
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
質
の
良
い

給
食
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
関
小
学
校
の
保
護
者
】

　
昨
今
の
物
価
高
騰
で
、
ど

の
家
庭
も
ど
の
よ
う
に
節
約

を
す
べ
き
か
悩
ん
で
い
る
中
、

白
子
町
の
学
校
給
食
が
無
償

化
と
な
り
、
保
護
者
と
し
て

と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
千
葉
県
で
も
ま
だ
学
校
給

食
費
無
償
化
を
実
現
で
き
て

い
る
市
町
村
は
少
な
く
、
白

子
町
は
子
供
だ
け
で
は
な

く
、
保
護
者
の
意
見
に
も
耳

を
傾
け
て
く
れ
る
と
て
も
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
無
償
化
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
は
年
度
の
始
ま
り

で
は
な
か
っ
た
事
、
こ
れ
か

ら
の
給
食
費
の
財
源
な
ど
、

不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
無
償
化
に
し
た
事
で
、
安

心
・
安
全
な
食
材
が
確
保
で

き
な
く
な
り
、
子
供
の
成
長

に
影
響
し
て
し
ま
う
よ
う
な

事
は
困
り
ま
す
。

　
今
ま
で
同
様
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
お
い
し
い
給
食
を

作
っ
て
く
れ
る
よ
う
保
護
者

と
し
て
切
に
願
い
ま
す
。

保
護
者
の
声
を
聞
く

  学校給食費無償化  までを振り返る
執行部から小中学校給食費の無償化に関 連する補正予算が計上され、全会一致で
提案のとおり可決されました。
これにより、これまで議会でも要望して きた学校給食費の無償化が実現すること
になりました。
今回の議会だよりは「学校給食費無償化」までの道のりを振り返ります。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
給
食
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
「
検
食
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

無償化になったら、
給食の質は大丈夫？

給食の質を落とすことなく、
今までと同様に安心・安全
な栄養価を加味した美味し
い給食を提供します！

これからも子供たちのために安   心・安全な美味しい給食を届けます！
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学
童
ク
ラ
ブ
の
長
期
休
業
中

に
お
け
る
昼
食
の
提
供
を

　
議
員

　
保
護
者
の
負
担
削
減
や
弁

当
持
参
に
よ
る
食
中
毒
防
止

な
ど
を
目
的
に
、
長
期
休
暇

に
昼
食
を
出
す
学
童
ク
ラ
ブ

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
町
に
お
い
て
も
昼
食

の
提
供
を
導
入
す
べ
き
か
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

検
討
課
題

　
町
長

　
昼
食
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

検
討
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
に

　

議
員

　

学
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託

す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
学

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
も
と
よ

り
、
均
質
で
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
も
っ
て
、
児
童

の
安
全
で
安
心
な
放
課
後
の

居
場
所
と
し
て
の
学
童
ク
ラ

ブ
を
確
立
し
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
図
れ
る
と

思
う
が
、
運
営
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

民
間
委
託
を
視
野
に
い
れ

　
住
民
課
長

　

保
育
自
体
の
中
身
を
充
実

さ
せ
、
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
民
間
委
託
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

リ
ュ
ッ
ク
の
推
奨
を

　

議
員

　
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
け
で
な
く
、

通
学
用
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

を
積
極
的
に
推
奨
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と

児
童
生
徒
の
通
学
時
の
身
体

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き

で
す
。

　

大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー

カ
ー
が
製
造
す
る
通
学
用
の

リ
ュ
ッ
ク
は
、
耐
久
性
が
あ

り
水
濡
れ
に
も
強
く
、
価
格

は
１
万
４
，
８
５
０
円
で
す
。

町
と
し
て
、
通
学
用
の

リ
ュ
ッ
ク
を
推
奨
品
に
指
定

し
、
選
択
肢
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
か
と
思
う
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

様
々
な
軽
減
負
担
を

　

教
育
課
長

　
リ
ュ
ッ
ク
や
背
負
う
形
の

ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ
グ
等
も
負
担

軽
減
と
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
入
学
前
の
説
明
会
の

と
き
に
各
学
校
で
説
明
し
て

も
ら
い
、
様
々
な
負
担
軽
減

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

 令和６年９月１２日（木）から２４日（火）までの１３日間で、令和６年第３回白子町
議会定例会を開催しました。
　本会議では、教育委員の同意や決算の認定などが決まりました。
　一般質問では、４人の議員が町政を質しました。　
※議会だよりの一般質問は議員作成の原稿を基に作成しています。
  詳細は町ホームページ（右のＱＲコードでご覧いただけます）でご確認ください。

ランドセルを背負って登校する小学生

学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
検
討
を

ラ
ン
ド
セ
ル
の
負
担
改
善
を

９
番　

宗
島　

理
仁　

議
員
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ト
イ
レ
の
数
は
十
分
か

　
議
員

　
避
難
所
の
長
期
避
難
等
を

想
定
し
た
際
、
仮
設
ト
イ
レ

の
数
及
び
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

タ
イ
プ
の
ト
イ
レ
が
必
要
と

考
え
る
。

　
ト
イ
レ
の
確
保
と
管
理
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
契
約
を
検
討

　
総
務
課
長

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
イ
プ
の

ト
イ
レ
も
、
障
が
い
等
あ
る

方
に
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
レ
ン
タ
ル
簡
易
ト
イ
レ

と
合
わ
せ
て
契
約
・
設
置
で

き
な
い
か
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
が
で
き

る
避
難
所
は
あ
る
の
か

　
議
員

　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
が
で
き

る
避
難
所
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
避
難
所
の
指
定
、

住
民
へ
の
周
知
及
び
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
の
た
め
の
講
座
開

催
等
へ
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

実
現
に
向
け
て
検
討

　
総
務
課
長

　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
必
要

性
は
十
分
に
理
解
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
他
の
導
入
自
治

体
か
ら
の
情
報
も
得
な
が

ら
、
実
現
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
応
援
協
定
の
見
直
し

は
出
来
て
い
る
の
か

　
議
員

　
災
害
の
初
期
対
応
に
お
い

て
物
資
供
給
が
後
手
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
協
定
先

と
協
議
の
上
プ
ッ
シ
ュ
型
で

支
援
物
資
を
提
供
す
る
よ
う

内
容
を
見
直
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

現
状
の
協
定
内
容
が
妥
当

　
総
務
課
長

　

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
迅
速

に
物
資
が
届
く
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
が
、
か
え
っ
て
物

資
の
供
給
が
滞
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
起
こ
り
ま
す
の
で
、

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
、
国
、

県
な
ど
に
限
定
し
た
方
が
よ

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
の
多
様
化
社
会

に
対
応
を

災
害
応
援
協
定
先
か
ら

の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を

２
番　

前
田　

充
浩　

議
員

プッシュ型支援とは？
被災地からの具体的な要請を待たないで、
食料や仮設トイレといった必需の物資を緊
急輸送すること。

災害用
トイレ
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白
子
藝
術
祭　

１
０
０
年
後

に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
は

　
議
員

　
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
「
白
子
藝
術
祭
」

取
り
組
み
経
過
と
、
今
後
の

期
待
度
と
し
て
、
郷
土
愛
と

郷
土
へ
の
誇
り
の
醸
成
に
つ

な
が
る
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

暮
ら
し
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

　

町
長

　
関
地
区
の
国
登
録
有
形
文

化
財
大
多
和
家
住
宅
、
通
称

「
シ
ラ
コ
ノ
イ
エ
」
に
て
暮

ら
し
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

町
の
暮
ら
し
と
共
に
、
旧
家

に
お
け
る
自
然
や
歴
史
、
文

化
的
な
価
値
を
味
わ
う
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
協
議
を
進
め
な
が
ら
後
世

に
残
せ
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

事
業
費
は
約
１
０
０
０
万
円

　

企
画
財
政
課
長

　

事
業
費
は
約
１
０
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
事

業
の
委
託
先
は
「
シ
ラ
コ
ノ

イ
エ
」を
所
有
し
て
い
る
大

田
由
香
梨
氏
が
取
締
役
と

な
っ
て
い
る
、
株
式
会
社
ス

リ
ー
ピ
ン
グ
ト
ー
キ
ョ
ー
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
総
数
１
５
０
名
で
し
た
。

学
校
給
食
費
無
償
化

い
つ
・
ど
こ
で
決
定
？

　

議
員

　
令
和
６
年
度
当
初
事
業
と

し
て
組
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

給
食
費
の
無
償
化
の
事
業
が
、

今
定
例
会
で
補
正
予
算
と
し

て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
進
め

ら
れ
た
の
か
、
財
源
の
措
置

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

子
育
て
支
援
の
ト
レ
ン

ド
と
し
て
捉
え
る

　

町
長

　
こ
の
問
題
は
国
が
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
進
捗
を
見
た
時
、

早
い
段
階
で
の
実
現
は
難
し

い
と
判
断
し
、
町
単
独
で
の

無
償
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

庁
議
制
度
を
取
り
入
れ
合
議

制
の
も
と
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。
財
源
は
予
備
費
で
対

応
し
ま
す
。

町
有
財
産
の
管
理
は

　

議
員

　
土
地
、
道
路
、
施
設
多
く

の
機
材
な
ど
様
々
な
町
有
財

産
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

言
い
換
え
れ
ば
町
民
の
財
産

で
も
あ
り
ま
す
。

　
適
正
な
管
理
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
多
岐
に
わ
た
る
財

産
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
の
担
任
事
務

　

町
長

　
白
子
町
財
務
規
則
に
財
産

の
具
体
的
な
管
理
方
法
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
場
合
も
長
の
決
裁
を
必
要

と
し
ま
す
。　

　
一
連
の
管
理
を
行
っ
て
い

く
上
で
、
所
管
の
課
長
や
職

員
の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
報
告
、
連
絡
、
相
談

を
密
に
す
る
事
で
適
正
な
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

注
意
義
務
を
果
た
す
た

め
に
は

　

総
務
課
長

　
町
長
が
す
べ
て
を
把
握
す

る
事
は
、
物
理
的
に
不
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

　
所
管
課
長
が
所
属
職
員
を

活
用
し
な
が
ら
管
理
を
す
る

事
が
、
適
正
管
理
に
つ
な
が

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
事
業
の
取
り
組
み

そ
の
在
り
方
は

町
有
財
産
の
適
正
管
理

と
善
管
注
意
義
務
の

捉
え
方
は
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道路管理として適正？

調理の様子
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自
治
会
に
委
ね
て
い
る
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
を
検
討

　
議
員

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
問
題
は
、
ゴ
ミ
の
不
適

切
管
理
に
よ
る
悪
臭
、
自
治

会
未
加
入
の
利
用
問
題
等
、

多
く
の
問
題
を
耳
に
し
ま

す
。
自
治
会
に
委
ね
て
い
る

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

非
常
に
難
し
い
問
題

　

町
長

　
全
面
的
に
町
が
や
る
と
労

力
的
に
も
大
変
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
各

地
域
に
造
っ
て
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
。

大
型
動
物
用
箱
罠
の
増

設
は

　

議
員

　
白
子
町
で
も
８
月
末
頃
か

ら
イ
ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
、

大
型
動
物
用
箱
罠
は
町
に
は

１
基
し
か
な
い
と
の
事
で
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
箱
罠
増
設
す
る
考
え
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

早
急
に
対
処
致
し
ま
す

　

町
長

　
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
は
長
生

郡
市
猟
友
会
と
委
託
契
約
を

締
結
し
、
目
撃
情
報
が
あ
っ

た
地
域
に
は
箱
罠
の
設
置
を

行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
箱
罠
が
今
は
１
基
し
か
無

い
の
で
、
早
急
に
対
処
致
し

ま
す
。

今
後
の
行
政
運
営
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

　

議
員

　
選
挙
時
に
掲
げ
た
12
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
は
未
達
成
だ
と

思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
白
子

荘
、
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー

付
近
、
使
用
中
止
の
国
民
体

育
館
、
保
育
園
、
小
学
校
統

合
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
２
期
目
の
４
年
間
を

山
積
し
て
い
る
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
考
え
が
町

長
に
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

正
式
に
は
申
し
上
げ
ま

せ
ん

　

町
長

　

私
の
掲
げ
た
12
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
は
、
自
分
が
言
っ

た
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
で

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
２

期
目
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
正

式
に
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。
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テ
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ン
管
理
は

 

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

 

今
後
の
行
政
運
営
は

( 上 ) 食べ物を探す
イノシシ

( 下 ) 設置された
「箱罠」

長生村役場敷地内のゴミステーション
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千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
町
村
議
会
議
員
研
修

会
（
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ

ル
）
に
12
名
参
加
し
ま
し
た
。

長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
・
事
務
局
合
同

研
修
会
（
ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー

サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ
）
に
６
名

参
加
し
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
町
村
議
会
広
報
研
修

会
（
東
京
都
港
区
の
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）
に
３
名
参

加
し
ま
し
た
。

  

補
正
予
算
等
に

       

対
す
る
質
疑

　
研
修
会
に

　 

参
加
し
ま
し
た

議案番号 件　　　　名 議決結果
同意第１号・第２号 町教育委員会教育委員の再任 同意

議案第１号 千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 可決
議案第２号 白子町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第３号 旧白子荘撤去解体工事請負契約の変更 可決
議案第４号 令和６年度町一般会計第３回補正予算 可決
議案第５号 令和６年度国民健康保険特別会計第２回補正予算 可決
議案第６号 令和６年度後期高齢者特別会計第１回補正予算 可決
議案第７号 令和６年度介護保険特別会計第１回補正予算 可決
議案第８号 令和６年度コミニティ・プラント特別会計第１回補正予算 可決
議案第９号 令和６年度ガス事業特別会計第１回補正予算 可決
認定第１号 令和５年度町一般会計決算 認定
認定第２号 令和５年度国民健康保険特別会計決算 認定
認定第３号 令和５年度後期高齢者特別会計決算 認定
認定第４号 令和５年度介護保険特別会計決算 認定
認定第５号 令和５年度コミニティ・プラント特別会計決算 認定
認定第６号 令和５年度ガス事業特別会計決算及び欠損金の処理 認定
請願第１号 東海林東治前白子町議会議員に対する問責決議を撤回する決議を求める請願 意見を付して不採択

こんなことが決まりました

  

県
議
長
会
の

　
　 

議
員
研
修
会

7/31

  

議
員
・
事
務
局
　

　
　  

合
同
研
修
会

8/26  

全
国
議
長
会
の

　
　  

広
報
研
修
会

9/25

  

編
集
後
記

令
和
６
年
10
月
１
日
に
石

破
茂
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

石
破
首
相
は
所
信
表
明
演

説
で
「
地
方
こ
そ
成
長
の
主

役
」
と
述
べ
、
地
方
創
生
に

関
す
る
全
国
各
地
の
取
組
を

一
層
強
力
に
支
援
す
る
た
め
、

地
方
創
生
の
交
付
金
を
当
初

予
算
ベ
ー
ス
で
倍
増
す
る
と

表
明
し
ま
し
た
。

地
方
創
生
交
付
金
は
地
方

公
共
団
体
が
地
域
の
実
状
に

応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要

な
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

国
が
創
設
し
た
交
付
金
で
す
。

白
子
町
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
推
進
本
部
を
設
置
し
、
新

た
な
地
方
創
生
に
向
け
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
よ
う
様
々
な
意
見
を
出
し

白
子
町
の
希
望
溢
れ
る
輝
く

未
来
を
造
り
ま
し
ょ
う
！ 

令
和
７
年
６
月
で
町
長
の

任
期
が
満
了
し
ま
す
。

こ
の
四
年
間
の
実
績
を
し
っ

か
り
分
析
し
、
判
断
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
！

    

大
多
和
　
正
之

議員研修会
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業
、
ガ
ス
事
業

特
別
会
計
、
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
適
正
化
事
業
、
学
校
給
食
負

担
金
や
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

事
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。広報研修会
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